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Windows10 セキュリティの更新が強制適用される症例 

■Windows10にてセキュリティの更新が強制適用される症例について 
 
 2017年9月29日ごろより現在にかけて従来の手法とは異なる方法で、 
 Windows Updateの強制配信が行われていることが確認されております。 
 

■「Windows 10 Fall Creators Update」にアップデートしても問題ない事業者様 
 必ずリカバリーをアンインストールされたのち、Windows Updateを適用ください。 
 リカバリーがインストールされた状態でのWindows Update実施におかれましては、サポート対象外です。 
 
 ▼免責事項 
 弊社ソリューション(リカバリー、プロビジョン)においては「Fall Creators Update」の動作確認は 
  取れておりますが、独自のシステム(自社POS等)、およびゲーム・動画コンテンツに関しましては 
  動作保証をしておりません。 
 店舗様のPC環境において、十分動作確認を行ってから、Windows Updateのご判断をいただけますよう 
 よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 

■「Windows 10 Fall Creators Update」のアップデートを一時的に止めたい場合 
 「Windows 10 Fall Creators Update」を適用されない事業者様はPCの状態に応じて 
 以下の手順をお試しください。 
 
 １）「次のアップデートに備えてプライバシー設定を確認する」という表示が出てきたPC → P2へ 
 ２）「お使いのデバイスには最新のセキュリティ更新プログラムが必要です」という表示が出てきたPC → P3へ 
 ３）既にブルースクリーンになってしまったPC → P4へ 
 ４）【補足】リカバリーのアンインストール/再インストールが正常に行えない場合 → P5へ 
 
 ※注意事項※ 
 ・上記はあくまで一時的な措置となります。手順を実施いただいたとしても、再発する恐れがございます。 
 
 ・店舗環境でFall Creators Updateを適用してもPCの動作に問題ないか、動作検証をご実施いただき、 
  問題なければ順次Windows Updateを進めていただくことを推奨いたします。 
 
 ・１）２）はリカバリーがインストールされている状態で「コントロールパネル」の操作が必要となります。 
  復元モードでコントロールパネルが開かない設定にされているPCでは、「維持モード」に変更後、 
  コントロールパネルが開くことを確認されてから作業を実施してください。 
  維持モード変更後にコントロールパネルが開かない場合は、もう一度PCの再起動をご実施ください。 
  （本機能の詳細）http://bit.ly/2kNuDsQ（P9、P16） 
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１）「次のアップデートに備えてプライバシー設定を確認する」という表示が出てきたPC 
 Windows Update実施前のプライバシー設定を行っている段階です。 
 「後で通知」を押下することで画面が消えますが、数回繰り返すとWindows Updateが実施されます。 
 アップデートを行いたくない場合は、下記手順をご実施ください。 
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①左の画面が出てきたら、 
 「後で通知する」をクリックします。 
 デスクトップが表示されます。 
 
 ※リカバリーモードが「復元モード」で、 
  「コントロールパネル」を開かない設定にしている 
  PCの場合は、リカバリーモードを「維持モード」に 
  変更してから、②以降の作業を実施してください。 

②「コントロールパネル」>「プログラムと機能」を開き、 
 下記名称のプログラムを全てアンインストールします。 
 
▼アンインストールするプログラム名称 
・Windows 10 更新アシスタント 
・Windows 10 Update and Privacy Settings 
・Update for Windows 10 for x64-based  
 Systems(KB4023057) 
 
 ※上記3つが揃っていない場合もあります。 
  その時はあるものだけアンインストールしてください。 

③復元モード、および維持モードの場合は、 
 リカバリーの変更保存を行ってください。 
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２） 「お使いのデバイスには最新のセキュリティ更新プログラムが必要です」という表示が出てきたPC 
 Windows Updateの必要ファイルのダウンロードが進行している状態です。 
 この動きはタスクマネージャーより停止させることができます。 
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①左の画面が出てきたら、「Ctrl+Alt＋Delキー」を押
下し、「タスクマネージャー」を開きます。 

③「コントロールパネル」>「プログラムと機能」を開き、 
 下記名称のプログラムを全てアンインストールします。 
 
▼アンインストールするプログラム名称 
・Windows 10 更新アシスタント 
・Windows 10 Update and Privacy Settings 
・Update for Windows 10 for x64-based  
 Systems(KB4023057) 
 
 ※上記3つが揃っていない場合もあります。 
  その時はあるものだけアンインストールしてください。 

④復元モード、および維持モードの場合は、 
 リカバリーの変更保存を行ってください。 

②「プロセス」から 
 「Windows 10 更新アシスタント」を探します。 
 「右クリック→タスクの終了(E)」をクリックします。 
 
 ※リカバリーモードが「復元モード」で、 
  「コントロールパネル」を開かない設定にしている 
  PCの場合は、リカバリーモードを「維持モード」に 
  変更してから、③以降の作業を実施してください。 
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３）既にブルースクリーンになってしまったPC 
 Windows Updateが進行したが、Updateに失敗するとブルースクリーンが表示されます。 
 下記の手順で復旧をお試しください。 
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①左の画面が出てきたら、 PCを再起動し、 
 F4キーでリカバリーの強制削除を実施します。 
 
 ▼リカバリーの強制削除方法 
  http://www.tbpress.jp/faq/99-008.html 
 
※再起動は「Ctrl+Alt+Delキー」から行うか、反応 
 しない場合は、電源の強制終了をお試しください。 
 
※強制削除後もブルースクリーンの場合は、 
 キーボードの「F9」を押下し、デスクトップを表示します。   

④「コントロールパネル」>「プログラムと機能」を開き、 
 下記名称のプログラムを全てアンインストールします。 
 
▼アンインストールするプログラム名称 
・Windows 10 更新アシスタント 
・Windows 10 Update and Privacy Settings 
・Update for Windows 10 for x64-based  
 Systems(KB4023057) 
 
 ※上記3つが揃っていない場合もあります。 
  その時はあるものだけアンインストールしてください。 

⑤最新のインストーラーを用いて、 
 リカバリーの再インストールをご実施ください。 
 
 ▼インストーラーダウンロードURL 
  http://bit.ly/2xOiQ3w （短縮URL） 

② OS起動後、画面右下のリカバリアイコンを 
 右クリックし「XCoveryTB設定」を右クリックします。 
 
 
 
③リカバリーに設定しているパスワードを入力し、 
 開いたメニュー内の「プログラム削除」を実施します。 
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４）【補足】リカバリーのアンインストール/再インストールが正常に行えない場合 
 ３）の作業を行っている途中で、リカバリーのアンインストール/インストールでエラーが出る場合がございます。 
 OSが不安定な場合に発生するエラーとなりますので、NETCLONEによる復旧や、OS再インストールの 
 必要性が高い状態となります。 
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【症例】 

①F4キーによる強制削除が行えない場合 
 PC側の仕様、またはOSの破損により、F4キーで強制削除メニューに入れない場合がございます。 
 この場合お手数ですが、NETCLONEで復旧を試みるか、OSの再インストールをご実施ください。 
 
 

②リカバリー再インストール時にポップアップが表示される場合 
 XCoveryTBインストール時に下記のポップアップが出る場合がございます。 
 以下の手順をお試しください。 
 
 ポップアップ「Removing the program from the Manager menu」が出た場合 
 
 1.PCを再起動します。 
 
 2.電源投入後、キーボードの「F4」キーを連打し、強制削除を行います。 
 
 3. 2.がうまく出来た場合: 
   →XCoveryTBの再インストールをご実施ください。 
 
    2.が実行できない場合: 
   →NETCLONEにて復旧をご実施ください。 
 
 
上記で記載しております「NETCLONE」の実施手順は下記マニュアルをご参照ください。 
 
 ▼NETCLONEマニュアル 
  http://bit.ly/2x9ujJ1 （短縮URL） 
 
 ▼NETCLONEサポートページ 
  http://www.tbpress.jp/support/netclone_download.html  
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